≪弁護士又は弁護士法人様式≫

（様式１）　
参加表明書
　　年　　月　　日
　岩手県知事　達　増　拓　也　 様
提案者　住所
商号
代表者の氏名　　　　　　　　　　　印
　下記業務の受託を希望するため、企画提案書を提出します。なお、参加資格要件を満たしていること及び提出書類の内容については、事実と相違ないことを誓約します。
　なお、企画提案書に虚偽の記載はなく、本業務を受託した場合には、記載の内容を誠実に実行します。
記
業務名
滞納債権（使用料等）収納業務委託
（担当者）　
所  属：
　　　　氏　名：
電　話：
ﾌｧｸｼﾐﾘ：
E-mail：
（様式２）
　　年　　月　　日

　岩手県知事　達　増　拓　也　 様

提案者　住所

商号

代表者の氏名　　　　　　　　　　　印

企画提案書の提出について
　令和６年度「滞納債権（使用料等）収納業務委託」について、企画提案書を提出します。

　なお、企画提案書に虚偽の記載はなく、本業務を受託した場合には、記載の内容を誠実に実行します。

（本提案に関する連絡先）　

所  属：

　　　　氏　名：

電　話：

ﾌｧｸｼﾐﾘ：
E-mail：

【添付書類】

　１　企画提案書（様式第３から７）

　２　募集要項４(1)の要件を満たしていることを証する書類〈必須〉

　３　直近２事業年度の決算報告書の写し又は直近２か年の所得税確定申告書の写し〈必須〉

　４　個人情報保護に関する規程〈任意〉

　５　プライバシーマーク認定証の写し〈任意〉
（様式３）
「滞納債権（使用料等）収納業務委託」
企画提案書
【業務実施方針】
本業務を受託した場合、どのような姿勢で適法かつ適正に業務を行うか、どのような工夫により効果的に徴収を行うかについて、具体的な収納目標額も含めて記載してください。
（様式４）
【業務実施手法】
どのような手順・方法で実効性のある業務を行うか、その場合、債務者の置かれている立場や経済的状況に対してどのような配慮を行うか記載してください。

収納状況に関する本県への報告、収納した滞納債権の保管及び本県への納入の方法をどうするか。
　また、収納した滞納債権の本県への納入については、本県の会計規則に基づき、指定金融機関の５営業日までに、本県が指定する払込票により払い込むこととされているが、当該処理が可能かも併せて記載してください。
なお、回収債権と手数料との相殺は行わないこととします。
本業務の委託料は、成功報酬のみとする。成功報酬は、収納実績額に対する一定割合とし、収納実績額に対して何パーセントを請求するか具体的に記載してください。
※２ページまで可とする。

（様式５）

【業務実施体制】
本業務の直接的な拠点となる事務所、支店、営業所等とその人員体制（正職員、パート等の区分毎）、その中で実際に本業務を担当する職員の体制と各職員の方が分担する業務内容を記載してください。
（様式６）
【取引の状況】
他の公共団体（地方公共団体、公共組合、独立行政法人）の債権回収業務の受託状況について、債権の種類と件数を記載してください。該当がない場合はその旨を記載してください。

また、現在、取引している債権回収業務の内訳（業種毎の件数・対象債権の額）を記載してください。

（様式７）

【個人情報保護の体制】
個人情報保護の重要性をどのように認識し、どのような体制でどのような取組を行っているのか記載してください。（独自に規程等を定めている場合には、当該規程等を添付してください。）

また、一般財団法人日本情報経済社会推進協会が付与するプライバシーマーク認定の有無と、認定されている場合には、その登録日及び認定番号が分かるものを添付してください。
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